
原材料調達に関する理念と基本方針
（2005年10月5日制定）

■ 理念
私たちは、環境と社会に配慮したグローバル・サプライチェーン・マネジメントを通じ、
信頼される原材料調達体制の構築を目指します。

■ 基本方針

1. 環境に配慮した原材料調達
（1）木質資源は、持続可能な森林経営が行われている森林

から調達します。
（2）違法伐採材は使用・取引しないとともに、違法伐採の

撲滅を支援します。
（3）循環型社会を目指し、リサイクル原料を積極的に活用します。
（4）化学物質については、関連法規等を遵守し適正な調達

を行います。
（5）トレーサビリティ・システムを構築し、サプライチェーン

全体で上記項目が実践されていることを確認します。

2. 社会に配慮した原材料調達
（1）サプライヤーとの公平かつ公正な取引を追求します。
（2）サプライチェーン全体で、人権・労働への配慮を実践し

ていきます。

3. ステークホルダーとの対話の推進
（1）ステークホルダーとの対話を通じ、常に環境と社会に

配慮した原材料調達のレベル向上を目指します。
（2）当社の取り組みを広く知ってもらうために、積極的な

情報開示を行います。

方針とマネジメント
理念と基本方針に基づいて
環境と社会に配慮した持続可能な原材料調達を実践しています

森林経営・原材料調達に関わる責任

　紙・パルプの主要原材料は、木材チップやリサイクル原料である古紙です。それらの調達には国内外のサプライヤー
だけでなく、地域社会や行政機関を含めた多くの人が関与します。こうした社会や環境との関わりをふまえて、サプライ
ヤーとともに産地の森林生態系や地域社会、労働安全衛生などに配慮しながら持続可能なサプライチェーンを確立して
いくことが重要です。

基本的な考え方

　日本製紙グループでは、日本製紙（株）の原材料本部
長を委員長とする日本製紙グループ原材料委員会を設
置して、原材料の調達方針などグループ全体の原材料
調達に関する重要事項を審議しています。

原材料調達マネジメントの推進体制

　日本製紙グループは、2005年に「原材料調達に関する理念と基本方針」を制定しました。この理念と方針に基づき、サ
プライチェーン・マネジメントを通じて、環境・社会に配慮した持続可能な原材料調達を実施しています。また、ステークホ
ルダーとの対話を推進し、常に環境と社会に配慮した原材料調達のレベル向上を図っています。
　この理念と方針は日英２つの言語で作成し、ウェブサイトに開示することにより、世界中のサプライヤーにその内容を
伝達しています。さらに、「サプライチェーン全体で、人権・労働への配慮を実践していきます」と定めている通り、当社の
みならずサプライヤーにも人権・労働への配慮を求め、定期的に重要なサプライヤーに対して、監査目的のアンケートや
ヒアリングを実施しています。（→P.32）
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